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[寸 言  欄 ]

動 物 の 進 化 と 学 問 の 深 化

理事長 山 田 安 定

地球上における動物界の進化の歴史の中で、突然動物の形態のバラエテイが爆発的に増え、

現在の 「動物門Jが一気に出そろったいわゆるカンブリア紀の大爆発 (ビッグバン)は何故おこ

ったのであろうか ?門外漢の私に云々できることではないが、聞くところでは、その頃の生命

の維持できる場所であった大陸周辺の浅海は広大なものであり、生命体にとって天敵の存在 し

ない寛容な環境の中で、種々の形態をためして見る余裕があったためであるらしい。つまりそ

れぞれの種は、それ自身のエッチェ (niche iかくれ家 ?)を もって安心 してDNAの 進化をため

すことが出来たわけである。

ひるがえって、現在の学問の流れがどのような段階にあるのかはわからないが、最近の傾向

として、いわば
`日

の当たる
'環

境の研究には、容易に資金が得られる道があるのに、当面の成

果の華々しさのない領域には、資金の流入が不足 して、いわばそれぞれのエッチェにおいて乏

しい資金でどうにか研究を続けている、という図式が見られるではないだろうか。日本でいえ

ばCOE研究はさしずめ前者の代表であろう。

先の理事会で江崎理事がいみじくも指摘されたように、当財回の資金は沿沿と国の資金が流

れ込むCOE型研究には向わず、いわば目だたないエッチェにおいて将来への飛躍の準備をして

いる研究に向うべきであろう。ひっきょう学問の深化はやはリカンブリア紀におけるDNAの よ

うな自由奔放なアイディアからスター トするものではないであろうか。そしてそれらはやがて

大きく結実し、学問のビッグバンにつながるかもしれないのである。
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[Oood News]

米次祭 子評議員

ロレアル ・ユネスコ女佐科学貨の受貨、おめでと,ご ざレヽます

十数年に亘って当財団の選考委員としてご尽力をいただいき、今年度より評議員に選出された

米沢富美子先生が2005年度のユネスコ女性科学賞を受賞されました。おめでとうございます !!
ユネスコ女性科学賞は世界最大の化粧品会社ロレアルとユネスコが協同で創設した賞で、科学

の発展に寄与した女性に贈られています。今年は世界5大陸から5人の女性科学者に贈られました。
この賞の受賞に際して米沢先生は 「女性は生物学的にも研究者に向いている。直観力があり、忍

耐力に優れているから……」とコメントされています。ハーバエ ド大学学長のラリー ・サマーズ

さんの発言 「女性は研究者に向いていない」に対するカウンターパンチです。しかし、受賞イン

タビューの中では 「社会全体の固定概念や女性自身が自縛から解き放たれることを願つています」
ともコメントされています。先生の純粋で前向きな心根からでた、若い女性科学者に対する餞の

言葉でもあったと思います。物理学者と妻、母の役割を立派に果たされた米沢先生だからこそ説

得力のあるコメント。

教育テレビで放映された物理学入門講義でも、やさしい語 り口とわかりやすい説明で聞く人を

魅了しています。慶応大学を退職された今も、ご自宅に若い物理学者が集い、議論に花を咲かせ

ているそうです。

今後もますます日本の物理学発展のためにご活躍いただきますよう願っています。

「米沢先生のお喜びの声」

こういう賞をいただいて、やはり世界的に評価されたことが一番嬉 しかったです。

科学アカデミーで受賞講浪

ユネスコ本部で授賞式 右 が米沢富美子評議員 中 央はド・ジャンヌ博士
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知 動 卸 評議員 議 済熊瀧賞 を受貨

当財団の柴岡弘郎評議員が本年、第15回の南方熊楠賞を受賞されました。熊楠賞は和歌山県生

まれの世界的1民俗学者、博物学者である南方熊楠の偉業を顕彰してゆくために制定された賞。青木

淳一選考委員長は選考報告の中で 「柴岡氏の研究は、高校生の素朴な疑問
"ヒ

マワリは本当に回

るのか ?"か ら始まった」、と記されています。

受賞式は4月16日、熊楠ゆかりの田辺市において行われ、「植物を見る。植物に聞く。」と題 した

記念講演も行われました。ヒマワリから始まった研究は次に植物の茎の生長研究に移り、やがて

は玉葱が何故丸いのかと、何気ない生活の中での疑問を植物に投げかけ、一つ一つ解明された50年

であった、とお話がありました。熊楠に対する気持ちは最初の内は兄貴分、それが何時しか神様

になり、そしてこの授賞で子分になりました、と締めくくられています。

瓢々とされた風貌で
“
いつも「なぜだろう?」

"と
植物に相対する柴岡先生。お見かけする時は

いつも、エコエコと、そしてチョットはにかむ先生に心からおめでとうを申し上げます。

「柴岡先生のお喜びの声J

熊楠は憧れの的だったので、受賞をとても喜んでおります。この数年、熊野古道歩きを続けて

いますが、熊楠賞を頂いて、古道歩きが一段と楽しくなりそうです。

1番星ょる。寵轍母こ開く。

講 ン 讐 漂軍15回

熊楠ゆかりの地で授賞式 右 が柴岡弘郎評議員
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[短信]

日本 の研究、海外 の学会、山田財団…

評議員 志田 忠正

「日本の研究のあり方、あるいは海外の会

合に参加されて感 じたこと等」を書 くように

とのご注文を頂いたのでとりとめないこと

を箇条書きする。

1)半 世紀前、辞書と首引きで海賊版を読ん

だ頃、巻末のauthor indexに出てくる日本人
の数は裸沙たるものか、皆無であった。今

日では、教科書や論文に日本人の仕事が多

数引用されるのが当たり前になった。ただ、

気になることがある。それは、この論文こ

そは気合を入れて読まねば、と思うような、
いわゆる、landmark的 な論文で日本人の仕

事がどのように引用 されているかである。

残念ながら、日本人の参照論文が出てくる

前に名うての仕事師、あるいは、brilllantと

の噂が聞こえてくる
“
あちらの

"若
手の名前

が先に並んでいることが多い。同朋の追跡

能力の高いことは是とはするが、やはり、日

本人の最初の仕事に世界中が脱帽することが

もっとあってよい。教授が外から仕入れてき

た目新しいテーマを研究室の全員で当たる方

式が一概に悪いとは云わないが、齢を重ね

る一方の人は、上に立つ以上、常に周囲の

新 しい芽吹 きに注意を払ってもらいたい。

仮にも、少し矮小化 した
“
後継者

"が
同じ路

線を辿るようなことがあってはならない。

幸い、当財団が研究を援助 してきた若手の

多 くは、元の古巣から飛び立って新 しい研

究陣容を打ち立てようとする場合が多い。

新 しく動き出した 「山田シンポジウム」もこ

のような巣立ちがしやす くなる雰囲気をつ

くる場としての役害Jを担っている。

2)米 国化学会誌の編集委員長を永らくつと

めたAllen」.Bard教授の言葉の一
部を引用す

る (C&EN,Apri1 8,2002):More and more)

professors are judged nOt On the quality of

their research)but rather on the amount of

research funds they raised.Scientists are

collthualけSeeking new programs ttld sOurces

of support The lnost ilnportant llew ideas w,■ll

alllllost always come frorlll some individual

hvestigators and not fltom a co側血ttee。日本

もまた、未曾有の国家予算窮乏の中、突出

して増加を続ける科学 ?技 術関連予算に無

数の研究者が吸い寄せられている。昨年か

らは、国立大学もカロわった多 くの法人間の

短距離競走が始まった。一定期間の間に数

字的評価を得る必要のあるレースでは、数

字化できないもの、 日 に見えないもの、時
を要するものはほとんど顧みられない。

このような時代に、国民の血税 とは無縁
の基盤に立って基礎科学研究を支え続けて

きた当財団の存在意義の大きさは、いずれ

時が証明すると信ずる。

3)い まだに年に2、3回、海外での学会に出る

機会があるが、長年の間に研究集会を見る

目が少 しひねくれてきた。というのは、海

外の参加者の中には、会場で初めて目にす
る日本人研究者の実力を冷厳に見極めてい

ると感 じさせる人がいるからである。講演

する日本人の英語が滑らかなことに越 した

ことはないが、相手はそうV うヽことよりも、

何か新 しいことを考えているか、何かや り
だしそうかどうかということに耳目を集中

しているようである。それで思い出すのは

30年前、東京であった国際会議でのことで

ある。私の分野では誰でも知っていて、後
にIU印通の会長も務めることになったイスラ
エルの」教授が久保亮五先生の講演を最前列
の中央に陣取って聴いていた。この大秀才は、

ほとんどの講演に対 して何かひと言、ア ド
バイスなリコメントをするのであるが、この

時ばかりは、久保先生の話をひと言も聞き漏

らすまい、 とばかりに神妙にしていた。私は

多少、冷やかし半分に、「何も質問しないのJ
と聞いたが、まだ、講演の内容を反勿してい

るような小さな声で 「勉強になった」と、ぽ
つりと云ったのが印象的であった。日本人も

学会参加をもっと戦略的に捉えるべきである。

残念ながら、少なくとも私の経験では、国内
ではリーダー格の人でさえ存在感充分とは

云えないことが多い。他人のことを責める

前に、省みるべ きは、英語を駆使 して渡 り

合えないわが身である。これは、語学力の

不足だけでなく、問題の本質を衝 く力の不

足に由来する。1929年、旧理研でデイラッ

クの講演を聴かれた朝永振一郎先生の回想

録には、「結晶のように明晰な話にすっかり

魅せられてしまいました。」とある①このとき、

先生は23才である。若い世代の人々には、

語学力も含めた実戦力を切に希望する。
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[YC報 告]

第58回山田コンファレンスを開催して

組織委員長 本田田正三

「植物の光形態形成における光受容と信号伝達J

に関する山田コンファレンスは2004年6月5日から

9日 まで愛知県岡崎市の自然科学研究機構岡崎

コンファレンスセンターで開催された。海外31名

と日本人15名の口頭発表、国内外合わせて57題

のポスター発表に、連日活発な討論が行われた。

中でも長年光形態形成の研究を続けてこられ、

最近第一線を退かれた古谷雅樹先生の退官を記

念するplenary lectureに参加者は大きな感銘を受

けた。このような盛大なコンファレンスを開催

させていただけたことに対 して、当該分野の研

究者の一人として、山口科学振興財団と山田安

定理事長を始めとする理事の方々に深 く感訪|す

る次第です。

コンファレンスには植物の光形態形成学分野

を代表するほとんどの研究者が世界中から集まっ

た。6日朝10時からのOpening ceremonyで は、

オーガナイザーとしての私のWelcome address

に引 き続 き、財団を代表 して永井克孝理事が

Welcome addressを して くださつた。山田科学

振興財団に関して詳 しくご説明いただき、参加

者も財団とその意義を十分理解 したと思う。

プログラムの最初は赤/遠 赤色光の吸収色素

であるフイトクロムのセッションで、フィトク

ロムの研究を常に先導 してきたカリフォルニア

大学のP Quail教授がフイトクロムの総括的な

話をされ、続いて ドイツのE Schaefer教授は、

赤色光照射に依存 したフイトクロム分子の核内

への移動とその凝集の時間的経過について、日

本を代表する京都大学の長谷あきら教授はフイ

トクロムのN末 端似」配列のフイトクロム作用に

おける重要性について、などなど、どの講演 も

最新データを豊富に含む、大変有意義な講演で

あつた。

この10年間で急速に発展してきた青色光吸収色

素のクリプトクロムとフォトトロピンに関するセッ

ションでは、ベンシルバエア大学のA Cashmore教

授や、カーネギー研究所のW Briggs教授、九州

大学の島崎研一郎教授などのホットな話題が続

いた。また植物の花芽形成や概 日性 リズムに対
ム

するフィトクロムとクリプ トクロムの相互作用

や、監藻のバクテリオフイトクロムの光作用に

関しても多くの新知見んミ発表された。異色であっ

たのは、鳥の渡 りの際に働 く磁気コンパスにク

リプ トクロム様の光受容体が関与 している、と

いうカリフォルニア大学Irvine校のT Ritz博士

の発表であった。

張 りつめた会議の雰囲気を和らげるため、3日

目の午後を自由時間として、希望者を募って同

時から約1時間の足助にエクスカーションに行っ

た。昔からの山村の生活を再現 した和紙の紙す

きや、いろりの生活を垣間みることができ、外

国人参加者は喜んでいた。夕食は谷間の旅館の

大広間で鮎料理を楽 しみ、蛍を見ながら露天風

呂に入った。リフレッシュした翌日のセッショ

ンが活発であったのは言うまでもない③

最終日の夜、岡崎の居酒屋では遅 くまで議論

が続いていた。

講演会場

エクスカーション模様
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[新評議員・新選考委員 紹介]

新 評議員

米沢 富 美子 (よねざわ ふ みこ)評 議員

ご専門 理 論物理学

大阪府生まれ。

京都大学理学部物理学科卒業、同大学大学院博士課程修了、同大学基礎物理学研究所助手・助

教授、ニューヨーク市立大学院客員研究員などを経て、慶應義塾大学理工学部教授、現在 同 大

学名誉教授。

1996年から1年間にわたって日本物理学会会長を務める。2000年 日 本学術会議会員。

1984年 猿 橋賞、1989年 科 学技術庁長官賞、2005年 ロ レアル・ユネスコ女性科学賞 受 賞。

鈴木 邦 彦 (すずき く にひこ)評 議員

ご専門 神 経化学 神 経内科

東京府荏原郡生まれ。

東京大学教養学部 教 養学科科学史・科学哲学分史卒業後、医学部へ再入学。卒業後アルバー

トアインシュタイン医科大学神経内科を皮切 りにベンシルバエア大学神経内科で助教授・教授、

アルバートアインシュタイン神経内科教授を経て、ノースカロライナ大学 神 経科学研究セン

ター長、神経内科・精升申科 教 授。この間45年間 米 国の神経化学領域で活躍し、国際神経化学

会長、米国神経化学会長、」ournal of NeurochemistryのChief editorなどを歴任。2002年に日本

学士院賞受賞。

現在、東海大学未来科学技術共同研究センター教授、および糖鎖工学研究施設長。米国での

名誉職も併任。

新 選 考委員

福山 秀 敏 (ふくやま ひ でとし)選 考委員

ご専門 物 性理論学

東京都生まれ

東京大学大学院理学系研究科修了後、東北大学理学部物理学科 助 手。
ハーバード大学及び、ベル研究所に留学。東北大学理学部物理学科助教授

東京大学物性研究所教授、同所長、東京大学理学部。同大学院理学系研究科教授等を経て、現在、

東北大学金属材料研究所 材 料科学国際フロンティアセンター 教 授。

1985年アメリカ物理学会フェロー、1987年日本IBM科 学賞、1998年&2004年 日本物理学会論文

賞 2004年 紫綬褒章受賞③
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援 助 研 究 の妨 跡
― ―― ―― ― 一 一―

| 十
―十 一 ― ― 一 二_ _ _ _

研 究 援 助 そ の 後 10,衡語

長期 間派造援助 その後 3 編
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[研究援助 :19フ 8年度]

光合成の研究と研究者を育てたラマン分光器

関西学院大学理工学部教授 ガ 山ヽ  泰

カナダ国立研究所で2年間共同研究員とし

て働いて帰回した当時37歳の私は、漸 く使

われ始めていた二次元検出器を装置 したラ

マン分光器を導入することを目指 した①私

学助成金で購入 した400万円のSIT管を、山

田科学振興財団から頂いた250万円で発注し

た分光器に装着 し、検出器制御系OMAは 、

当時東京インスツルメンツ社を立ち上げた

ばかりの駿河氏に1年間という約束で 「借用J

することにした (幸い文部省科学研究費約

800万円を頂いて、この期間内に購入するこ

とが出来たが)。「若さ故の勢い」とでも云う

ものであろうか ?

写真に示 したこのラマン分光器は、64歳に

なった私の研究室で、現在 も稼動中である。

この分光器は、その後の私達の 「光合成初期

過程の研究Jで 中心的役割を呆たし、同時に

優れた研究者を育てることになった①

発表した論文のフアイルを手繰ってみると、

研究は次の様な流れに沿って進行 したことが

判る。(1)光合成細菌の光反応中心に 「15シ

ス・カロテノイ ドが選択的に結合Jし ている

ことを見出した私達は、β
―カロテンの種々

のシス・トランス異性体の時間分解ラマン分

光を行い、三重項状態で最も速やかに 「15シ

ス→全 トランスの異性化Jが 起こることを見

出した。(2)私達はまた、世界に先駆けてβ
―

カロテンの一重項励起 (2Ag)状 態のラマン

スペクトルの測定に成功 した。(3)一方、私

達は、クロロフィル・バクテリオクロロフィ

ルの三重項・一重項励起状態のラマンスペク

トルの測定においても、開拓的役割を演 じ

ることになった。(4)光合成細菌のアンテナ

複合体で、カロテノイ ドは、吸収 した光エ

ネルギーをバクテリオクロロフィルに伝達

する 「補助集光作用」を行つているが、従来

はlBu十,2Ag状 態を用いてそのメカニズム

が議論 されてきた。私遥は、lBu十状態 と

3A g状 態 を発

見 し、一重項

エ ネルギー伝

達 の メカニズ

ム を、根本 的

に書 き換 える

役割 を演 じる

ことになった。

( 5 ) ク ロロフ

ィル・バクテリ

オクロロフ ィ

ルに関 しては、

同位元素置換

体 の ラマ ンス
ペク トルの比較から励起状態のラマン線の

帰属 を行い、更に基準振動解析によリー重

項。三重項状態への励起後に 「共役マクロサ

イクル内の結合次数Jが 変化することを見出

した。その結果、光反応中心内でバクテリ

オクロロフィルとバクテリオフェオフィチ

ンの 「配置 と電子分布」が、効率の良い電子

伝達反応を実現 していることを見出した。(6)

光反応中心カロテノイ ドに関 しては、重水

素置換カロテノイ ドを光反応中心に結合 し、

基準振動解析により三重項 (Tl)状態の構造

を決定し、「共役鎖の中心部分での捩れJを 見

出した。最近のEPR分 光の結果 と合わせて、

15シス・カロテノイ ドは、共役鎖中心部分の

二重結合周 りの回転を行いつつ 「三重項エネ

ルギーを散逸させていることJを 明らかにし

た。

1978年に山田財団の作‖援助により導入さ

れたラマン分光器は、上記の研究成果 と共

に6名の学位取得者を生み出した。()内 は、

上記のどの仕事に関与 したかを示す。橋本秀

樹 大阪市立大学物理学教室 教授 (1)2),西

澤栄一
花王伽 主任研究員 (3),佐島徳武 北

海道大学創成科学研究機構 助教授 (4)5),

リマンタラ リ ナワテイ サ テイヤワチャナ

キリス ト教大学 助教授 (5),黒田裕美子 無

職 (6),藤井律子 大阪市立大学物理学教室

博士研究員 (6)の諸君である。
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[研究援助 i1980年 度]

私を故 って くれた山田の研究援助

同時統合バイオリサーチセンター長 Jり||れ貞三

昭和55年4月、全国初の医学部修士課程が阪

大医学部に創設された。これは 「医者にならな

いが医学専門知識をもつ人を生み出す」事を目

的としていた。6名が専任教官 として任命され

た。中川米三、日川邦夫、岸本忠三 (後の阪大

総長)の 3教授 と中国陽造、多田道彦 と私の3助

教授であった⑥私以外の全員が既に医学部に籍

を持ち、研究する場所はあったので、創設用新

予算がなくても毎日仕事ができた。私1人が外部

の阪大蛋白質研究所から嫁入 り道具なしで移っ

てきた。

当時、医学部長だつた山野俊雄先生のご配慮

により、それまで暗室や薬品倉庫となっていた

部屋が私のためにあてがわれた。山野先生、日川

先生の温かいサポー トに深 く感謝し、私はまず

暗室のベンキ塗 りから始めて、黒色の壁を明る

い色にし、そこを自分の居室とした。次に薬品

倉庫をラマン散乱測定室に作 り替えた。薬品に

は発癌物質もあったそうなので、壁をきれいに

拭いてからペンキを塗 り、塵を妹うレーザーラ

マン実験の部屋作 りに研究そっちのけの日々だつ

た。当然ラマン分光器はなかった。

今私のいる分子科学研究所の新任助教授の恵

まれた開始待遇とは雲泥の差であるが、全国的

に研究環境の厳 しかった当時、私は万年助手か

ら抜け出し独立 して医学部助教授になれた事を

素直に喜んでいた。毎日生化学教室で行われた

昼食を共にしながらのセミナーには欠かさず参

加 していたが、自分の研究を進める術はなかっ

た。この苦 しい無一文時代に助けて下さつたの

が山田財団であった。

私はラマン分光の実験システムがあればそれ

なりの成果を得る自信はあったが、手元に何 も

なくては次の科研費の申請す らできないので、

業者に頼み込み 「出世払いの約束Jの もとに分

光器 と検出器を借 り受けた。光源のレーザーは

医学部からもらった。とにか く最低 レベルのラ

マン分光実験をできるようにする一方、財源探

しに尋ねまわった。山田財団の研究費は学会推

薦であった。強力な推薦者 もいない無名の研究

者である自分の

研究 を評価 して

もらえそ うな学

会 として生物4勿

理 学 会 を選 び、

申請書 を学会に

送 った。大井龍

夫先生が会長だ

った。

出世払いの紳

士協定とは云え、

自分の年俸を数年分集めないと返済できない借

金をしての研究生活であり、プレッシャーを感

じた。しかしそれを忘れるほど、新 しい教育の

仕事に忙殺された。というのは医学部の専門一

年生の学生実験 を分担する事になったのであ

る。その内容は、ネズミを殺 して肝臓を取 り出

しミトコンドリアの機能を測定するといったも

のであった。私は分光実験の経験はあつても生

化学実験の経験はなかった。まずは自分がその

実験の特訓を日川先生のグループで受け、一人

で 繰 り返 した 。 ま た レー エ ン ジ ャー の

Blochemistryを勉強 し、修士課程用の講義ノー

トを作っていった。そんなある日の夜、関集三

先生から自宅に電話があり「研究費が山田財団

で採択 された」と伝えてくださった。飛び上が

って喜んだ。自分の借金がそれで無 くなる解放感

にひたった事を覚えている。

それ以降もずっと私はラマン分光を一本刀と

して生きている。私はその後、特定領域研究の

領域代表をつとめ、特別推進研究も受ける事が

できたので、ラマン分光による生体分子の研究

は少 しは学界で認められたと思っている。借 り

受けた分光器は、今 も機能を呆せるがデータを

電子化 しにくいため若い人達が使いたがらない

ので、実験室の片隅に追いやられている③でも

この装置か ら出た成果で国際 ラマ ン会議 の

Plenary Lectureに選ばれた。その旅費も山田財

団のお世話になった。山田財団には深い感謝の

念をもっている。この装置を見る毎に、ここに

書いた当時の事が思い出され感慨無量になる。

呂

口
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[研究援助 :1984年 度]

20年前のわたしとの辺遁

群馬大学大学院医学系研究科教授 刀 濱ヽ
一

弘

山田科学振興財団 よ りの財団ニュース原

稿の依頼を受け、お世話になったのだから

と言うので調子よく引き受けたものの、ど

んな内容の助成だったかすっか り忘れてし

まい、昔の報告書のコピーを送ってもらっ

た。そこには20年前の私があった。頭髪の

ふさふさした前途有為そうな懐かしい40才

頃の顔写真であった。助成内容はCalcium

lnhibition一カルシウムによる阻害作用 ―

であった。30才代で出会ったテーマはその

後の研究に大きな影響を与えると言われて

いるが、今になってそうだと考える。 しか

し、生意気なものでもっと大きなテーマに

乗 り換えてやろうと密かに思っていた。当

時、カルシウムイオンが果たす収縮制御作

用を発見 し確立されていた江橋教授のもと

で、私は講師を拝命 していた。江橋先生が

筋肉を研究されているなら、少 し変わつた

こと、即ち、同じアクトミオシン系で作動

する原形質流動について研究をさせてもら

っていた。偶然、この場合にはカルシウム

イオンが阻害効果を与えることに出会った。

当時、知られていたCa2+の制作‖はすべて反

応を活性化するもので、江橋先生のお供を

して出席 したアメリカでの会議で発表させ

てもらったところ、フロアからブレイクス

ルーといわれたことを覚えている。そして

先生より減多にないお褒めの言葉をいただ

いた。助成をいただいたのは批判に耐えう

るデーターが出そろった頃のように思う。

生物界におけるカルシウムイオンの阻害作

用は附表に示 した生理学上意義があると考

えられているので参照されたい。

時は流れ、44歳の時に群馬大学医学部に

薬理学の教授 として呼んでもらった。原形

質流動という薬理学の正道としてはほど遠

い研究テーマであったが、けっこう群大の

先輩教授方から興味を持ってもらえたよう

に記憶する③しかし、1990年を挟んだ10年

間のゲノム時代

にあっては、私

の ような蛋 白質

を扱 う者は地獄

であつた。c D N A

の塩基配列 を決

め、推察 される

ア ミノ配列か ら

想定 される機能

につき証明もなしにおもしろおかしく話を

されたのではたまったものではなかった。

当時、江橋先生は東大を定年退職され岡

崎の生理学研究所に移られていた。ひょん

なことから先生に協力 し平滑筋の収縮制御

のお仕事のお手伝いをすることになった。

理由には、原形質流動では研究費が稼げな

く、これを得て教室を支えるには分子生物

学から最 も遠いところでという逃げがあっ

た③一方で、先生が東大在職中の後半で手

がけられていた平滑筋収縮制御研究に少 し

も協力できなかったという贖罪の意味もあ

つた。先生が平滑筋より制御蛋白質として精

製されていた
“
Leiotonin"のcDNAを生理研で

得られたところ、ミオシン軽鎖キナーゼの

配列が出てきて、Leiotonin説を撤回された

時期でもあった。ではそれまでの先生のグル

ープの膨大なデーターは何であつたか?改め

て第三者的な立場で検討 してみましょうと

いうことになった。現在の結論はこのキナ
ーゼにはミオシンをリン酸化するという本

来的な機能の他にアクトミオシン系に結合

して果たす 「nOn―kinase作用Jが あり、ミオ

シンがリン酸化の有無にかかわらず活性化

を受ける。先生はこれを検出しておられて

いたということになった。この間、私の手

による発見ではないが力づけられる報告が

あった。平滑筋の収縮の特徴は持続的であ

るのだが、これはどうも細胞内カルシウム

イオンが低いところで起こり、高いとかえ

って弛緩す る らしい。即 ち、Calcium

mhibitatiOnがあるらしい③ミオシンについ

ては、たくさんのisoformが見つかり、これ

もま夕とCalcium inhibitationがかかるらしV ①ヽ
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21世紀に入 り世はポス トゲノム時代で、

蛋白質を扱う者にとっては返 り咲きのチャ

ンスが到来した。あと定年まで、5年間と最

近、江橋先生が得られたcDNAを もとにした

ミオシン軽鎖キナーゼの発現がうまくいく
ようになった。研究費のためにはポストゲ

ノム時代の目玉、即ち結晶化の試みと構造

解析は必須であるが、私の関心は別の所に

ある。平滑筋における持続的収縮相にみら

れたCalcium inhibitionがミオシン軽鎖|キナ
ーゼのnon―kinase作用によって説明すること

ができればと思つている。フイザルムの原

形質流動を担うミオシンも発現蛋白質とし

て作られるようになった。なぜ阻害か?明

らかにしてみたい気もする。残された期間

にどこまでたどり着けるか?1尚み多き研究

者の晩年に至っている。       |

十 ア クチ ンとミオシンが相互作用する。

(収縮又は原形質の流動)      |
一 ア クチンとミオシンが相互作用しない。

(弛緩又は流動の停止)       |

* 原 形質流動が一般的にみられ、細胞が興

奮した際にこれが停止する。     |

**ア クトミオシン系は筋肉の収縮を担っ

ているが、同時に微小器官の運粥や細

胞運動などを担っている。これらは収

縮とは異なるisoformのミオシン百行わ

れているらしい。医学部の生理斗では

動物機能と植物機能を分けて教甫する

が、動物細胞、たとえば平滑筋llx縮や

色素胞運搬においてCalcium inhiいition
をCa2+測定により検出し、アク‖ミオ
シン系からみた植物機能が、動物細胞

にも存在すると言いたいのが私のささ

やかな希望である。       |

附表 :アクトミオシン系のカルシウムイオレによる制御

細胞の状況
休止期     1興 奮期

(Ca2+<μ M)  (Cあ 2+>μ M)

植物細胞*     十
     十  ~

動物細胞**     一 | +

- 1 1 -



[研究援助 :1990年 度]

CANDLES計画と極低バックグランド装置

大阪大学大学院理学研究科教授 岸 本 忠史

最近、物理学の最 も基礎的な部分である

素粒子物理学に大 きな転機があつた。それ

はニュー トリノ振動の確立である。作 られ

た時はある種 (電子タイプ、μタイプ、τタイ

プ)で あるが、長距離を飛行 している間に別

の種に変化することが観測されたのである。

この事実は異種のニュー トリノ間に質量差と

混合がある事を示 している。ニュー トリノは

質量を持つ事がはっきりしたのである。しか

し質量の絶対値はなぞのままである。

我々の世界の物質を代表する粒子 (クォー

クとレプ トン)で ニュー トリノ以外は粒子と

反粒子の電荷が異なるため、電荷の保存則

が粒子数の保存則を保障する。一方で、電

気的に中性のニュー トリノは粒子 と反粒子

の結合で与えられるマヨラナ質量 をもつ事

ができ、その場合粒子数の保存則 を破るこ

とになる。粒子数の非保存の検証は宇宙が

なぜ物質だけの世界になっていて反物質が

ないかという疑間を解 く鍵を与えるので、

その検証が永らく待たれている。陽子崩壊

の探索実験 もおこなわれてきたが、むしろ
ニュー トリノがマヨラナ質量を持つことの

証明の方がより直接的である事が判明して

きた。
ニュー トリノを放出しない2重ベータ崩壊

(0ッ2β崩壊)の観測は、ニュー トリノのマヨ

ラナ質量を測ることに対応 し、粒子数の破

れを検証するほぼ唯一の方法と考えられて

いる。このため世界

中で次世代検出器の

開発が急 ピッチで進

められてお り、大型

研究計画 も目白押 し

である。

大阪大学の我々の

研 究 グル ー プで は
48caの2重ベータ崩壊

を 研 究 す る 為 に

C A N D L E S計 画 を推

進 している。ここで

は大型のフッ化カル

シウム ( C a F 2 )結晶

を液体シンチレータ

―の中に沈めて観測を行 う。現在の世界を

リー ドしている研究は86%に 濃縮 した1lkg

の76Geを用いるHDM実 験であるが、それを

凌篤するために必要な技術的な問題点を全

て克服できてお り、今研究をスター トさせ

ることで全 く新 しい領域 を探索できる。世

界中に多 くの提案はあるがCANDLES計 画の

様に確実にHDMを 超えるポテンシャルをも

つ実験は限られている。

この研究の出発点になったのが山田科学

財団で支援 して頂いた太陽アクシオンの探

索の研究である。こういった研究では如何に

低放射線バックグランド環境を実現するかが

決め手になる。シンテ レーション光の観狽1

には光電子増倍管が最善であるが、バ ック

グランドの原因でもあった。 しか し光を受

けるために、ライ トガイ ド部は受動的な遮

蔽 しか出来なかった。その時の研究でライ

トガイ ド部にもシンチレーターを用いるこ

とで全方位 を能動的な遮蔽に変える事が出

来た。この技法によリバ ックグランドの低

減化 を一挙 に進めた。続いて開発 された

E L E G A N T S  V Iは C a F 2結晶にこの技法 をフ

ルに用いた。そ して48 c aの2重ベータ崩壊の

寿命に世界で最 も良い下限値 を与える事が

できた。

更に大型化するために開発 したCANDLES

検出器では液体シンチレーターとCaF2の組

み合わせで全方位能動遮蔽を実現 してお り、

当初の考えが生 きている。ニュー トリノの

マヨラナ質量に対 して世界で最 も高感度の

淑1定が達成出来そうである。

左から二人目が筆者
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量逸塗墨烏魂丑慾録焚寮塾|
|

督!古]鑑撮盈鮮難林
究科生物科学専攻に教授 として移 りまいた。

都立大学も1990年に都心 (目黒区)か ら'(王

子に移 りました。東急東横線に路円立大学前」

という駅名だけはまだ残っていますが1全
学部が移ったため、そこには都立大学の施

[研究援助 i1990年 度]

最近 は ア ウ トレッ トモ ー ル な どが 出釆 て、

休日など買い物客で賑わう町へ と変貌 して

います。「ここの店には縁がないな」と思い

なが らアウ トレットモールの真ん中を通っ

て、研究室へ行 き来 しています。公立大学

であった都立大学は今年4月に独立法人作ヒし

ました。東京都は大学改革

も同時に行い、名前 も組織

も変更 されています。現在

の所属は、首都大学東京・都

市教養学部・理工学系 ・生命

科学コースとなっています。

「都市教養学部における生命

科学コース?」とイメージが

掴めないまま、新 しい大学

での雑用や授業に追われて

いる次第です。

現在の研究テーマは 「神

経ネ田胞におけるサイクリン

依存性キナーゼ5(Cdk5)の 活性制御 とその

機能」です。サ イクリン依存性 キナーゼ

(Cdk)は増殖細胞で細胞周期の進行 を制作‖

しているプロテインキナーゼ群です。Cdk5

はその仲間であるのにも関わらず、増殖 し

ない神経細胞で発現 し、細胞周期 とは異な

る機能を果た しています。脳の形成期には

分化 した神経細胞の移動や位置の決定に関

わ り、また、その活性の脱制御は神経細胞

死を,|き起こし、アルッハイマー病などの

原因の一つと推測されています。Cdk5はp35

という神経細胞に特異的に発現 している制

御サブユニットによって活性化されますが、

それ以外のことはよく分かつてお りません①

最近、私どもはp35の合成が神経栄養因子に

よって促進 され、分解が神経伝達物質によ

って促進 され、長期増強 (LTP)な どのシナ

プス活動に関与 していることを見つけまし

た。一方、神経細胞死の時には、p35がカル

パインによってp25へと限定分解されること

によるCdk5の細胞内の局在変化が脱制御の
一つであることを見つけています。Cdk5は

何故分裂 しない神経細胞で発現 し、どのよ

うに活1生制御 をされているのかなど半Jって

いないことが多 く、非常に興味あるプロテ

ィンキナーゼです。Cdk5の活性制御の研究

を通 して、様々な神経機能におけるリン酸

化を介 した制御機構や神経細胞の増殖 と分

化、死の問題にもアプローチ していきたい

と考えています。

前列左から二人目が筆者



[研究援助 i1991年 度]

契機となった山田財団援助
―「超臨界流体中の基礎過程」国際会議の発足―

京湘̀大学大学院理学研究科教授 梶 本 興亜

山回財団から「超臨界流体中の化学反応グ
イナ ミクスJと 題するご援助 を頂いたのは
1991年のことであった。その頃にはまだ、超
臨界流体の研究が現在のような大きな拡がり
を見せるとは考えていなかった。事実、1980

年代に超臨界流体中での物理・化学素過程を
研究していたグループは、 ドイッ、アメリカ
を含む3グループしかなかった。超陥界流体
は、気相反応を対象とする研究者にとっては
高圧であ り、一方、高圧回相・液相を専門と
する研究者にとっては低圧すぎたためであろ
う。しかし、気相反応解析の厳密さのレベル
で液相反応を研究したいと願う研究者にとっ
ては格好の研究対象となったのである。

臨界点以下の物質は、気相と液相が画然と
区別されるために、気相での研究を連続的に
外押 して液相に至ることが出来ない。しかし、
回儲界点以上では、密度を連続的に希薄な気相
状態から桐密な液体状態に繋 く

｀
ことが出来

る。例えば、炭酸ガスの臨界点は31℃である
ので、35℃で実験を行うと、0気圧から100気
圧までの変化に対応 して、o-07g/cm3の 広
範囲にわたって連続的に密度を変えることが
出来る。これを利用 して、溶媒の存在がエネ
ルギー移動や化学反応にどの様な影響を与え
るかを、徐々に溶媒分子の数を増やしながら
観淑Jし、素過程に対する浴媒分子のかかわり
方を厳密に解析することが出来る。例えば、
気相の分子は自由回転 しているが、液相では

浴媒分子との衝突を受けながら回転する。そ
の回転速度の変化と、衝突数や分子間相互作
用との関係が、超臨界流体中で的確に調べら
れてきた。

1990年代には、超怖界流体中での物理 ・化
学基礎過程や溶媒効果の研究は世界的に大き

な拡がりとなり、多 くの研究論文が出された。
その集大成は、1999年のChem Rev[1]の 総
説にまとめられている。この間、1992-1995

年は化学工学と理学の研究者が合同して重点
領域柳f究 「超臨界流体」を立ち上げ、1995-
1998年度は重点領域研究「小数多体系の化学J
の一つの柱 として超臨界流体中の基礎過程が
採択された。このようにして、日本国内でも
超臨界流体に関心を持つ研究者が増えていっ
た。 さ らに、1999-2002年 にかけては、「超
臨界流体中の化学反応の制御lJが科学技術振
興事業団のプロジェクト研究である戦略的基
礎研究CRESTに 採択され、超臨界流体中の基
礎過程の中核的グルーフ

°
が形成された。その

結果、2001年 には、この分野の基礎研究のた
めの初めての国際会議 「InfOrmal Meeting on
the Fulldamelltal Aspect of Supercritical

FluidsJが京都で催されることとなった。こ
の会議には、1980年代から研究を始めていた
ドイツのTroe教授、アメリカのRossky教授、
その後の研究を精力的に進めるイギリス、フ
ランス、そして日本の多 くの研究者が集まり、
3日間にわたって討論に熱中した。この時、2
年に一度の国際会議を開催 していくことが決
まった。

第2回の国際会議は ドイツの ミュンヘン郊
外で開催され、第3回は今年の12月にアメリ
カで開催される。その後、超臨界流体研究の

技術的発展と共に、過酷な条件下での実験を
伴う超臨界水中での素過程が取 り上げられる
ようになり、工学や企業を巻き込んで、超臨
界流体の研究は大きく飛躍している。lo年余
り前に山田財回にご援助いただいた研究分野
がいま大 きく花開いたことに幸せを感 じつ
つ、財団に″亡、からおネLを申し上↓デたい。

[1]O KttimotO, “ Solvation in Supercritical

Fluids i lts Effects oll Energy Trallsfer alld

Chenlical Reactlolls)う' Chem Rev)99)355-

389 (1999)

前列中央が筆者
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[研究援助 :1994年 度]

ニワトリ胚の復権 域形成の研究を行いましたが、非常に効率

よくしかも短時間で (2時間もすると翻訳産

物が得 られる)外 来遺伝子を発現させること

ができ、脳胞の発生運命 を変えることも可

能 とな りました。私たちの一連の研究及び

マウスなどでの研究 と併せて、脳胞の各領

域の運命は発現 している転写因子組み合わ

せで決まること、脳胞の境界部 (中脳後脳境

界部、前脳前端、底板)は オーガナイザーと

して働 き、そのオーガナイザーは近隣の転

写因子の発現を制御することが明 らかとな

りました。

最近短い2本鎖RNAを 導入することにより

RNA干 渉がおこり、目的遺伝子のKOが でき

るようになりましたが、私たちはヘアピン

型のRNAを 発現させ細胞内で2本鎖RNAに な

るよう設計 したプラス ミドをエ レク トロポ

レーションすることにより、目的遺伝子の

発現を抑制することができるようになりま

した。エ レク トロポレーションは非常に効

率がよくしかも簡便に行えることから、す

く
｀
に全胚培養のマウスに応用 され、子宮内

の胚にも適用されるようになり、いまや発生

生物学の必須なテクニックとなっています。

エ レク トロポレーションによる遺伝子の

強制発明、KOに 加え、エワ トリゲノムも解

読 されたことか ら、エワ トリ胚の重要性が

増 してきました。山田科学振興財団の研究

助成に始 まり、私たちもこの流れに貢献で

きたことをうれしく思っております。
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[研究援助 :1998年 度]

宇宙暗黒物質探索用高感局検出器の進化

徳島大学総合科学部助教授 伏 見 賢
一

1995年の4月に徳島大学に赴任 して3年がす

ぎ、ようやく独自の研究を進めようとした頃の

1998年度に山田科学振興財団の研究援助をいた

だきました。援助を受けた研究テーマの主題で

ある「宇宙暗黒物質探索」は、当時も今も素粒

子・原子核物理学と宇宙物理学における中心的

な課題であり続けています。宇宙暗黒物質の探

索のために極めて感度の高い放射線検出器を開

発するというプロジェクトを徳島大学と大阪大

学のグループで立ち上げ、日々活発な議論を重

ねて装置の設計を行つていたときに、このよう

な研究援助をいただいたことに心より感謝申し

あげます。

さて、この研究援助によって宇宙暗黒物質の

探索に必要な高感度検出器開発に大きな一歩を

踏み出すことができました。当時は宇宙暗黒物

質を探索するための妨害となるバックグラウン

ドを低減するためには、とにかく高純度の検出

器を作ることが重要な課題であると考えられて

いました。

我々はこの研究援助で、当時の流れであ り、

現在 も多 くのグループが目指 している、高純

度 ・大型の装置を開発することに疑間を持ち、

高純度・集積型の検出器システムを開発 しまし

た。宇宙暗黒物質探索に対する感度はバックグ

ラウンドとエネルギー闘値によつて決定 し、い

ずれも低いほど飛躍的に感度が高 くなります。

検出器を細か く分けて信号の選択性を高めるこ

とによって、バックグラウンドを低減 し、宇宙

暗黒物質に対する感度を向上させる計画を立て

ました。

我々が使用 した放射線検出器はNaI(Tl)シ ン

チレーターでした。NaI(Tl)は 歴史が古 く、よ

く知られた放射線検出器ですが、低コス トで高

純度の装置を作ることができるうえ、何よりも

宇宙暗黒物質に対 して高い感度を持っているこ

とが選択の理由でした。 しかし、NaI(Tl)は湖

解性が高いうえ、機械的にもろいため、あまり

細かく分害Jすることができませんでした。当時、

大 きさ5cm× 5cm× 10cmの NaI(Tl)を 4本並ベ

筆者

て、集積型検出器を作 りました。この結果、集

積型検出器の有効性を確認 し更に高い集積度の

装置を開発することに取 り組みました。

研究援助の期間が終わった後、引き続き高集

積型NaI(Tl)の 開発を進め、最近ついに世界で

最 も薄 くて大面積のNaI(Tl)検 出器を開発 し、

世界最高の集積度 と高感度を期待できる装置の

開発が本格化 しました。

極めてもろいNaI(Tl)シ ンチレーターをどの

ようにして小 さく作 り、細分割・積層型の装置

を開発するかについて多 くの議論 と実験 を重

ね、2004年についに5cm× 5cm× 0 05cmのNaI

(Tl)を開発することに成功 しました。超薄型

NaI(Tl)検出器の完成です。

当初、まともな信号は出てこないだろうとい

う多 くの批判にもかかわらず継続 して開発を進

めた結果、通常のNaI(Tl)と まったく同等の性

能を引き出すことに成功 しました。

2005年には集積型NaI(Tl)検 出器を低バック

グラウンド環境で測定 し、世界の宇宙暗黒物質

探索に対 して重大な貢献ができれば素晴らしい

と考えています。このような研究が順調に進み

ましたのは、山田科学振興財団で集積型シンチ

レーターの開発を推進 していただいたおかげで

あると、フじ、から感訪十申しあげます。

ペ レリ対ミ慈慈巡車

- 1 6 -



[研究援助 :1999年 度]

生物現象 に学 ぶ天然物化 学

名古屋大学大学院理学研究科教授 ±1村 大学甫

天然物化学における新物質発見は医薬等
として生活 と密接に関わると同時に、新 し
い自然科学分野の発展に大 きく貢献 します。

例えば、フグ毒テ トロ ドトキシンは神経生

理学の進展に大 きく寄与 し、また矢毒成分
パ リ トキシンは細胞内のナ トリウム、カリ

ウムイオン濃度調節の生理学の解明に繋が

りました。天然有機化合物の構造や機能に

は、時 として想像をはるかに超える斬新 さ

があ り、驚かされます。私たちの身の回 り

には不可思議な生物現象がたくさんあ りま

す。生物のいとなみには必ず化学物質が大

切な役 目を担っていますが、含量が非常に

少なかった り、外に取 り出す とす ぐ壊れて

しまった りして、その正体が明かされてい

ないものが未だ数多 く残 されています。近

年著 しい進歩を遂げた分子生物学や機器分

析学の最先瑞の技術 を味方にして、天然物

化学者は未解明生物現象を司る
“
鍵

"化
学物

質の研究に力を入れています。鍵化学物質

は従来にない生命現象解明の糸口となり、全

く新 しい科学が発展すると期待されます①私

共の研究室での取 り組みの一
部をご紹介 し

ます。

トガリネズ ミは自分 より大 きなミミズや

昆虫に噛みついて麻酔をかけ、巣穴に貯蔵

しますが、その麻酔成分の解明には至って

いませんで した①北米産ブラリナ トガリネ

ズ ミの顎下腺抽出物から活性本体のタンパ

ク質を分離・精製 し、遺伝子クローエング手

法により、構造 を解明 しました。これは分

子生物学 との高R合が功 を奏 した一例です。

哺乳類由来の最初の毒で もあ り、その機能

に興味が持たれます。毒 を持つ もう一つの

H南乳類であるカモノハシについても検討を

開始 しています。

活 きたサンゴの表面を覆って成長するあ

る種のカイメンの成分を調べたところ、微

量成分の一つが強力な細胞毒性 を示 しまし

た。得 られた量は僅かで したが、最新の核

磁気共鳴スペク トル測定法を駆使 して化学

構造決定に成功 しました。この新規化合物

の生合成経路や生態系での役割に興味が も

たれます。生態系で見 られる動的な化学物

質のや り取 りは
"ケ

ミカルコミュ

ーケ~ン ヨン
"

ともよばれ、被覆

侵食関係の他、

共生・寄生関係、

着生や変態と環

境因子 との関係

など興味深い生

態系で見られま

す。これらの生

物現象に着目し

た化学的切F究の

成果はサ ンゴの生活環の化学的理解やサ ン

ゴと共生藻 との関係の解明を通 して、サ ン
ゴの白化現象を食い止める等、地球環境の

保全にも繋が ります。これらの現象につい

ても検討を進めています。

食中毒で有名なフグ毒は微生物が生産 し、

食物逆鎖を維てフグに蓄積 されることが判
つています。化合物が生物柾間を移動する

過程では化学修飾を受けると考えられます

が、生物種がかけ離れているにも関らず極
めて類似 した構造を持つ化合物が見出され

ることが少なくあ りません①これら生物種

問移動 と化学修飾 との関係に焦点を当てた

研究は少な く、未解明の分野 として注目し

ています。これまでにヒラムシから分離 し

た海洋性微細藻類から、破骨細胞分化抑制

物質を発見 しました。宿主から得 られる物

質との関連性、共生関係における役割など

の検討を計画 しています①

筆者は平成11年度に山田科学振興財団の

研究援助 をいただき、 ト ガリネズミ研究の

基礎を回めることができました。その後平

成11年10月から4年間にわたり文科省科研費

特定領域研究代表者として 「未解明生lla現
象

の化学Jを 推進 し、本年1月その成果をまと

め、第19回 「大学 と科学」公開シンポジウム

を開催 して広 く社会に向けて発表する機会

を得ました。
“
若芽

"の
時期に適切な援助を

頂いたことに深 く感謝 し、ここに厚 く作‖礼

を申し上げたいと存 じます。
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[研究援助 :1999年 度]

炭素
―

金属 複合体 の研究 金属 クラス タ
ー

化合物 か ら情報伝達素子ヘ

東京工業大学資源化学籾F究所教授 穐 田 宗隆

山田科学振興財団からは 「新 しい電子共役

系を目指 した炭素同素体の有機金属化学Jと
いう研究題目で1999-2000年 の2年間印F究助

成をいただきました。その前の年にヨーロ

ッパを訪問する機会があ り、その時の様子

を恩師の熊田 誠 京 都大学名誉教授に手紙

で報告 したところ、そのお返事で思いがけ

なく貴財回の研究助成を紹介いただき、さ

らに幸運なことに熊田先生のご推肩をいた

だいて助成にたどりついた次第です。ちょ

うど講座の教授が定年退官 した直後で、助

教授 として助手 と二人で財政的にも研究の

上でも研究室を支えていかなければならな

い時期で したので、ことのほか有 り難 く、

大変有効に使わせていただきました。

この研究は、もともと金属 と炭素種の相

互作用 を分子 レベルで明 らかにするべ く、

金属表面に吸着 された炭素種の結合様式を

明らかにするために、複数の炭素原子を含

む金属クラスター化合物を合成 して、その

構造および性質を明らかにすることを目的

としてはじめました。多数報告されていた1

個の炭素原子を含む化合物 と比較 して、24回

以上の炭素を含む化合rlaは適当な出発化合

物がなかったためにほとんど報告例があ り

ませんで した①このような状況の中で我々

はアセチレンの両末瑞に金属フラグメント

を含むMC≡ CM型 化合物、続いて三重結合

が連なったM―(C tt C)nM型化合物 (n=26)

の合成に成功 し、これらは期待通 り様々な

クラスター化合物 に誘導することがで き、

すべてが金属置換されたエチレン・エタン構

造をはじめとする新 しい炭素一金属相互作

用を見出す と共に、炭素鎖上を金属が移動

する現象や常温で炭素―炭素二重結合が切断

される反応など新 しい現象を明らかにする

ことに成功 しました。ただ、炭素鎖が長 く

なると金属表面吸着種 との関連は薄れます

が、その一方で、一連の化合物は別の見方

をすれば、両末端の金属原子のd軌道が炭素

鎖のπ電子系を介 して相互作用 している系で

あるので、情報伝達できる可能性があ りま

す③電気化学的性質などを調査 した結果実

際そのような性質を示 したことから、将来

的に分子伝達素子の一つである 「分子ワイヤ
ーJへ の応用が期待 されています。この性質

は、異なった金属フラグメン トを含む誘導

体について世界の数グループでほぼ同時期

に競争的に研
1究

が行われた結果、同様な結

果が得 られこの領域を進展 させるのに大 き

く貢献 し、この前後に山田財団から助成を

いただきました。

研究はその後、上記の一次元構造から二

次元,三次元構造への多次元化、環境応答性

を付与 した多機能化を図 り、将来的には分

子回路構築を目指 して研究を進めています。

現在 この研究を一つの柱 として金属錯体に

関連 した三つのテーマを中心に研究を進め

ていますが、この間2002年に新設 された部

門を教授 として担当することになりました。

写真は2004年3月 に上述の 「数グループ」の

うちの一つであるレンヌ大学 (フランス)の

Lapinte教授に客員教授 として招聘 されて一

ケ月ほ ど滞在 した ときに訪れたMOnt st

Michelで同教授 と一緒 に撮 つたものです。

1994年以来10年ぶ りの訪問で したが、何度

行っても心を揺 さがられる興味の尽 きない

場所であ り、こうして新 しいデータを持っ

て知己を訪ね歩 くことができるのも、困難

な時期に助成いただいた山田財団のおかげ

と改めて感謝の意を表 します。研究助成は、

経済的のみならず、研究が注 目を浴びてい

ることの一つの証左であ り、引 き続 き研究

助成によって科学者をencOurageしていただ

けるよう希望 します。

右が筆者
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[長期間派遣援助 i1982年 度]

山田財団と故沼 工作先生

東京大学医学部教授 清水 孝雄

山田財団から寄稿 を求められた時、最初

に思いつくのはやはり故沼正作先生のことだ

った。恩師である早石先生については色々

なところで話す機会があるが、今回は沼先

生 との話 を含めて執筆 したい。 もちろん、

本邦初公開である。と言うのは当時としては

巨額である150万の留学費用を財団に推薦 し

て下 さつたの も、生活者の私 を見かねて、

しばらく現職で留学 して良いと許可 された

のも沼教授であったからである。

もう四半世紀以上前になる。私は京都大

学の医化学教室で助手をつ とめていた。切

磋琢磨 しあう素晴らしい研
i究

環境だったが、

ス トレスも多かった。両教授がいないのを良

いことに、医化学の建物の前で昼間、堂々と

テニスをしていたら、戻ってきた沼先生に見

つかりひどく怒られた。「うちの教室員まで誘

わないでください !J。それ以降、私は川瑞通

り沿いのコートでテエスをすることとなった①

7年間の早石研究室での1夕行を終えて、私

は希望に燃えなが らパスツール研究所かカ

ロリンスカ研究所への留学 という贅沢な1尚

みを抱えていた。パスッール研では娘のた

めの日本人学校 まで探 して くれていた。タ

ンパク化学をしっか り身につけていた私に

期待 されているのは当然、アセチルコリン

受容体の精製である。神経科学をしっか り

勉強する良いチヤンスだと思った。 しか し、

不安 もあった。留学すると最初は半年くら

いフランス語を勉強 しないとサラリーが出

ないということ、それよりさらに問題だっ

たのは、当時沼柳十で成功 し始めた遺伝子工

学による神経科学への接近であった。私の

留学の半年ほど前に、沼教授はつかつかと

私の横に来られ、「アセチルコリン受容体の

材料は何が良 く、それはどの様に入手でき

るかJと 聞かれた。私はシビレエイの研究を

されていた岐阜大学の先生をご紹介 したが、

「これは下手をするともろにぶつかるのでは

ないか」という不安がよぎった。私は治安や

言葉のこと、また、北欧への漠然 とした憧

れにより、最終的にカロリンスカヘの留学

を決めた。この決

断は、脂質メデイ

エーターの研究か

ら離れることが出

来な くなった運命

的な留学 となった

が、私の予想は的

中 し、出発 か ら1

年 も経たないうち

に沼研から受容体

クローエングのネーチュアアーテイクルが

大々的に発表 された。分子神経生物学の誕

生の日であ り、世界中が興奮 したが、私の

安堵感は誰も知らなかったはずである。

カロリンスカの留学は楽 しかった。最大

の収権はカルチュアショックであった。留

学の印象はその詳細を記載 しているので (蛋

白質核酸酵素29,486-489)1984;日本医事新

報ジュニア版262巻、1516、 1987)、そちら

を参照 されたいが、何 より男女共同参画、

高負担高福祉、他民族の受け入れ、環境保

護、安全思想 など学ぶ ことばか りだった。

「私たちの国よリー世代は進んでいる社会J

と前述の印象記に書いたが、今、差はもっ

と大 きいか も知れないと感 じている。東京

に職を得た私は帰目することにしたが、この

国を大好 きになった家族3名は残 り、スウェ

ーデン的民主主義で、私一人で帰国する羽

目にもなった。こうした果文化を知ること、

そ して、何 より大切なことは世界から集ま

っている多 くの研究者 と知 り合 うことであ

る。多 くのblli究者 とはその後 も共同 し、情

報や材料のや りとりを続けている。また、

米国研究者 とヨーロッパの研究者の気風の

違い、中国人のハ ングリーな頑張 りなども

印象的だった。

帰国後は必死の時間が続いた。自分が全

てに責任 を持つようになった。研究費を稼

ぎ、論文を書 き、懸命に実験を続けた。90

年頃、たまたま中西研へ遊びに行った私に

対 して、沼先生が芝蘭会館でご馳走 して下

さり、初めてねぎらいの言葉を頂いた。P2生F

受容体のクローエングに成功 した頃である。

「清水 さんは頑張っていますね。100%研 究

に没頭 していますか ?J。 それは当時病魔 と

闘いなが ら研究を続ける沼先生でなければ

- 1 9 -



言えない様な迫力のある言葉だった。今、

研究費の申請書で%エ フォー トという数字

を書 くとき、私はいつも悩んで しまうが、

なぜかこの時の沼先生の言葉がよぎる。

91年に東大教授になってからは、何か、

坂道を下るような速度で時間があっという

間に経っていくような気がする。気づいた

ら中年をとおに越えて初老である。2年前の

ある日、娘に「パパはおじさんでなく、もう

おじいさんだよ」。そう、孫が出来たとの宣

告だった。自分で実験するというより、後

輩や院生のためにどの様に良い研究環境を

作るか、また、研究費をどの様に稼 く
｀
かを

考えるようになっている。山田財団とは縁

が無いが、多 くの民間財団の審査委員にな

ったり、理事になったり、あるいは政府関

係などでも役目が色々回つてくる。自分に

とって良いことと、大学にとって大切なこ

と、日本全体の研究社会にとって良いこと

が しばしば乖離する。アンビバレントな状

態に引き裂かれ、先が見えつつあるこうい

う時代は 「研究者の更年期」で誰もが多かれ

少なかれ経験 しているに違いない。この時

期をいつ、どの様にリセットするか、それ

が今最大のテーマである。もともと、大胆

でかつ楽観的性格である。今、急速に面白

くなっている脂質生物学への傾倒 と啓家だ

けではすみそうにない。脱線続 きの雑文と

なったが、色々な意味で私の人生の転機とな

り、また、研究の方向を決定づけた留学にあ

たり、多大なご援助をうけた山田財団に心

から御ネL申し上げます①

一-20-一



[長期間派遣援助 :1992年 度]

わらしべ長者の現在

熊本大学教育学部助教授 佐藤 毅彦

学生に自分のことを話すとき、自らを 「わ

らしべ長者」に半ば冗談、半ば本気でたとえ

ます。山田科学振興財団 ・長期海外派遣援

助を受けてのハワイ大学滞在は、1992年4月

から1年間。わらしべ長者でいえばミカンと

反物の交換に相当する、一大飛躍のチャン

スを与えて頂いたのでした。

少 しだけその前、ワラをミカンに換えた

時期に触れます と、私は東京理科大学大学

院で木星大気について研究をしていました。

博士課程に入ってす く
｀
、木星の顕著な縞模

様が消える珍現象が何 と14年ぶ りに発生、

このことが学位論文の順調な完成 と、ハワ

イ大学研究者へのつなが り (国立天文台、渡

部潤一先生の紹介)と いうミカンをもたらし

たわけです①

ハワイ大学で行った 「木星赤外オーロラの

研究」が優れた成果を修め、NASAゴ ダー ド

宇宙センターでの研究生活へつなが りました

(1998年10月～1997年3月)。世界最高の観測

地を有するハワイ大学 も一流の研究施設で

したが、NASAに は宇宙の直接深査 という強

力な手段があ ります。そこで花開いた研究

は、1997年4月に帰国し東京理科大学の計算

科学フロンティア研究センター講師に就いて

からも継続 しました①この頃、

反物から交換 した馬を持つて

いたといえます。

2001年5月、現在勤務の熊

本大学教育学部へ移 りま し

た。1998年秋から慶應高校地

学の先生たちと始めた 「イン

ターネット天文台」の開発・活

用が認 め られての転職で し

た。完全無人の天文台をイン

ターネ ッ ト経 由で遠隔操作

し、子 どもたちと教室で天体

観測をしなが ら星について学

↓まうとい うこのプロジェク

卜、いまでは活動の中心 をな しています①

2002年暮れにはガーナに初の海外インター

ネット天文台を設置 し、昼間の授業で夜空

を見るという夢 まで実現 しました。これは

果 して、わらしべ長者が馬 と交換 した屋敷

なので しょうか ?い まのところ何 とも言え

ません (熊本に家は建てましたが)。

学生にこの話 をするとき、私が強調する

ことがあ ります。それは、チャンスがチャ

ンスとして見える眼力を養 うこと、そ して

チャンスをつかんでものにする力が大切だ

ということです。だか らしっか り勉強 しろ

よ、と結論するわけなのですが、自らの人

生を振 り返って実力だけでも運だけでもな

い 「不思議」を感 じるのは事実です。自分の

教え子にも、実力 と運の伴った人生を送っ

てもらいたい、そ してそれを山田財団には

変わらず支え続けて頂 きたいと願わずには

いられません。

佐藤毅彦ホームベージ :

httpt//1nika educ kumamoto―u acjp/～satoh/

インターネット天文台ホームページ !

httpi〃rika educ kumamoto―u.ac jp/ASOB―1/

右が筆者
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[長期間派遣援助 i1992年 度]

側 か らの贈 り物
― フランスロ立科学研究センター(CNRS)・

神経科学研究所に留学して一

市京大学医学部識師 菅原 美子

パリの中心から高速地下鉄に乗って35分①
赤い屋根の連なる郊外の町並みを抜けて緑
豊かなGif sur YR‐ette(ジフスリベット)へ到

着①見慣れた風景が故郷のように迎えてく
れる①初めて訪れてからもうlo年以上たつ

が、ここは3つの意味で私の出発点であると

思う。

当時電気魚の研究で世界を三分するリー

ダーの一人、Thomas Szabo博士に留学の打

診をすると、「歓迎する。しかし招待するお

金がないので奨学金を見つけてほしい。Jと
の返事。電気感覚を15年以上研究していたが、
発電制御系との統合神経機構を明らかにした
いというのが目標でした。USAの■Bullock博

士やW Heiligenberg博士らが、ウエーブ放電
型電気魚は出会うと互いの周波数を4Hz変化
させ混信を避ける、ことが知られその中枢

機構が注目されていました③では自由に放

電頻度を変えるパルス型電気魚ではどうか、

電気感覚と放電変化との中枢神経機構を知

りたいと考えていました。szabO博士はアフ

リカ産パルス極モルミルスの中枢神経系に
ついて多大な業績があり、電気魚印F究の中

心でもありました。

留学奨学金を求めて申請書を送 り、幸い

にも山田科学振興財回から長期派遣の奨学
金をいただくことが出来ました。大学の手

続きや夫との交渉の後、長男は夫に預けて4

歳の子供の手を引いてパリに到着 したのは

1992年9月1日のことでした①受け入れ先の

Szabo博士の研究室には、Kirsty

Grant博士が居 られました。イギ

リス人で2人 の娘の母親で もあ

り、保育園の交渉や送迎など細

かい心配 りに助 け られ ました。

現在 も共同朝
i究

を継続 してお り

家族 ぐるみの交流が続いていま

す。

研究は、モル ミルスの脳幹電

気感覚葉 を摘出、薄切標本 を作

裂 し、電気感覚葉ニューロンの

可塑性について調べ ることで し

た。幼弱ラッ トであれば簡単な

標本 も生後 1年 以上 を経過 した

魚類では、まだどこも成功 して

いませんで した。成功 したのは、滞在の半
ば。USA。 ポー トランドからCurtis Bell博士

もやってきて、共に可塑性の実験 をしまし

た。この仕事は、1997年神寺間依存性のシナ

プス可塑性
"と

してNatureに発表されました。

研究仲間とテーマが大 きく広がっていった

のも、Gifで1年を過ごすことが出来たお陰で

す。その後電気魚に関するサイ トも作 りま

した。

(URL!httpi〃 恥印吊印,lHled teikyo― u acjp/～ ysugy)

三つ目の出発点は、ほんとうの意味での

精神的自己確立のきっかけとなったことで

す。奨学金を得たとき、「女性研究者も自由
に仕事をして良いのだよ。Jと背中を押され
たように感じましたし、またGifでの経験が、

帰国後の女性印F究者グループ立ち上げにも
つながりました。「日本の女性の地位が低い

のは知っているけれど、不満なら、それに

対して何をしているの?Jと のフランス人研

究者の一言は、自分自身の甘えを打ち砕 く
のに十分な強烈さでした。「何も発言しない

のは、居ないのと同じJこ とに気づいた瞬間
でした。日本の価値観を外国から見ること

も重要に思えます。

今でこそ子連れ留学も珍 しくなくなりま

したが、1992年にそれを可能として下さつ

た、山田科学振興財団の英断に深 く感訪!し
てお ります①その分野の中心となる国外の

研究室で仕事をし、知己を増やし、彼 らの

研究戦略をHILで感 じることは外国で認めら

れるためにも非常に重要です①また良い関

係を継続することも将来への礎 となりまし

た。そのような機会を与えて下さつたこと

に感謝するとともに、今後ともますます発

展 して、女性 も含めた若い研究者の育成に

貢献されることを″亡、より願っております。

左から二人目が筆者
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[事務局より通信]

。今回より財団ニユースは新しい内容で発行することになりました。ご意見、ご感想等がございまし

たら次記にお寄せください。  E― mail i office②yamadazaidan jp

2004年2月に財団ホームページ (邦文)を、また2005年4月にその英語版を公開いたしました。

ア ドレスは下記のとお りです。

httpi〃www yamadazaidan jp/

2005年6月に第59回山田コンファレンスが東京で開催されました。

組織委員長  東 京大学大学院理学系研究科教授 佐 藤勝彦

会   名   素 粒子的天体物理学 ・宇宙論の地平線の拡大

2005年9月に第2回山田シンポジウムが淡路夢舞台で開催されます。

組織委員長  サ ントリー生物有機研究所所長 楠 本正一

会   名   Key Natura1 0rganic MOlecules in Bio10gical Systems
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